
　
岡
田
麻
美
さ
ん
は
、
微
生
物
や
感

染
症
の
世
界
的
な
権
威
と
し
て
知
ら

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究

所
で
、
マ
ラ
リ
ア
の
研
究
を
し
て
い

る
。
マ
ラ
リ
ア
は
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
熱
帯
地

域
特
有
の
感
染
症
で
、
現
在
、
ア
フ

リ
カ
で
は
エ
イ
ズ
に
次
い
で
多
く
の

人
び
と
の
命
を
奪
っ
て
い
る
が
、
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は

日
本
な
ど
の
温
帯
地
域
で
も
大
流
行

す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
　 

　「
こ
こ
に
は
一
年
半
前
に
赴
任
し
ま

し
た
。
研
究
内
容
は
、
ヒ
ト
の
赤
血

球
内
に
分
泌
さ
れ
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫

の
酵
素
の
分
子
学
的
機
能
解
析
で
す
。

こ
の
研
究
を
通
じ
て
、
抗
マ
ラ
リ
ア

薬
の
新
し
い
標
的
分
子
が
同
定
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
研

究
者
に
は
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
、
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
ん
な
時
で
も
研
究
の
手
は
止

め
な
い
、〝
負
け
じ
魂
〞
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
粘
り
強
さ
を
大
学
時
代
に

培
っ
た
気
が
し
ま
す
」 

　
岡
田
さ
ん
は
、
高
校
時
代
、
た
ま

た
ま
目
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
で
、
貧

困
や
感
染
症
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
の

子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
知
っ
た
。
紛

争
に
よ
っ
て
住
む
家
を
奪
わ
れ
、
食

べ
も
の
も
な
く
、
飢
餓
の
中
で
た
だ

た
だ
死
を
待
つ
だ
け
の
子
ど
も
た
ち
。

そ
れ
以
来
、
岡
田
さ
ん
の
脳
裏
に
ア

フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
の
映
像
が
焼

き
つ
き
離
れ
な
く
な
っ
た
。 

　
ま
た
そ
の
こ
ろ
、
創
価
大
学
の
創

立
者
で
あ
る
池
田
大
作
先
生
の
「
一

番
苦
し
ん
で
い
る
人
が
一
番

幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
に
出
合
っ
て
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
自
分
も

一
番
苦
し
ん
で
い
る
人
に
一

番
尽
く
せ
る
生
き
方
が
し
た

い
と
い
う
思
い
が
ふ
つ
ふ
つ

と
わ
き
起
こ
っ
た
と
い
う
。 

　
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
何
か

役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
。

そ
う
考
え
た
岡
田
さ
ん
は
、

大
学
に
入
学
後
、
パ
ン
・
ア

フ
リ
カ
ン
友
好
会
に
所
属
。

大
学
の
仲
間
と
と
も
に
、
ア

フ
リ
カ
の
歴
史
や
政
治
、
環

境
問
題
な
ど
を
真
剣
に
学
ん

だ
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

か
ら
大
学
を
訪
れ
た
要
人
た

ち
を
歓
迎
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。 

　「
一
番
の
思
い
出
は
、
大
学
三
年
生

の
と
き
に
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

ム
ベ
キ
副
大
統
領
（
現
・
大
統
領
）

を
迎
え
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
に
苦
し
ん
だ
人
び
と
を

思
い
な
が
ら
私
た
ち
が
心
を
込
め
て

歌
っ
た
南
ア
の
国
歌
『
コ
シ
シ
ケ
レ

リ
ア
フ
リ
カ
』
を
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
」 

　
こ
う
し
た
出
会
い
が
重
な
る
に
つ

れ
、〝
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
の

役
に
立
ち
た
い
〞
と
い
う
思
い
は
、

〝
必
ず
役
に
立
つ
仕
事
を
す
る
〞
と

い
う
揺
ぎ
な
い
決
意
に
変
わ
っ
た
。

創
価
大
学
大
学
院
に
進
み
、
前
期
博

士
課
程
を
修
了
す
る
と
、
国
立
感
染

症
研
究
所
勤
務
を
経
て
、
博
士
号
取

得
の
た
め
に
東
京
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
に
入
学
。
国
際
保
健
学
を

専
攻
し
、
赤
痢
ア
メ
ー
バ
の
研
究
で

「
保
健
学
博
士
」
を
取
得
し
た
。
こ

の
論
文
と
履
歴
書
を
パ
ス
ツ
ー
ル
研

究
所
の
ア
ー
ト
ゥ
ー
・
シ
ェ
ル
フ
博

士
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
「
雇

い
ま
す
」
と
の
返
事
を
も
ら
っ
て
、

三
年
間
、
研
究
員
と
し
て
赴
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

　「
よ
き
師
、
よ
き
先
輩
、
多
く
の

方
々
と
の
出
会
い
と
支
え
に
よ
っ
て
、

今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
研
究
者
と
し
て
の
力
を
つ
け
、

自
分
独
自
の
研
究
を
つ
づ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」 

　
ア
フ
リ
カ
の
、
そ
し
て
、
世
界
中

の
人
び
と
を
感
染
症
か
ら
救
う
こ
と
、

そ
れ
が
自
分
の
使
命
だ
と
岡
田
さ
ん

は
い
う
。 

 

21世紀の創価教育 
輝ける未来へ―大学の使命 

SOKA
Education

平 和・文 化・教 育 の 世 紀 へ  ｜創立者の軌跡｜ Soka Report

　創価大学創立者・池田大作SGI（創価学会イ
ンタナショナル）会長は、2006年11月30日、ノー
ベル平和賞受賞者でIAEA（国際原子力機関）
事務局長のエルバラダイ博士と会談を行い、「国
家中心でなく人間中心の世界を」「核兵器なき世
界は実現できる」などと語り合った。2007年は、

恩師・戸田城聖先生の「原水爆禁止宣言」と
IAEA発足から50周年にあたる。2007年9月8日
には、創価大学で「原水爆禁止宣言」50周年記
念シンポジウムが開かれ、明石康元国連事務次
長が講演で「池田会長はビジョンをもった迫力あ
る平和提言をされている」と述べた。 

学 生 の た め の 大 学  9

O
kada M

am
i

お
か
だ
・
ま
み
／
愛
知
県

出
身
。
現
在
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
に
在
住
。
パ
ス

ツ
ー
ル
研
究
所
の
研
究
員

と
し
て
勤
務
。
一
九
九
六

年
に
創
価
大
学
工
学
部
入

学
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇

年
に
創
価
大
学
大
学
院
生

物
工
学
科
博
士
前
期
課
程

に
進
学
。
二
〇
〇
二
年
に

国
立
感
染
症
研
究
所
の
寄

生
動
物
部
に
所
属
。
二
〇

〇
三
年
に
は
、
東
京
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
博

士
過
程
に
進
学
し
、
二
〇

〇
六
年
に
保
健
学
博
士
号

を
取
得
。
二
〇
〇
六
年
五

月
よ
り
現
在
の
職
に
就
く
。 

研究室の仲間と（右から三人目） 

〒192-8577　東京都八王子市丹木町1-236 
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創価大学 
創価女子短期大学 

岡
田
麻
美 

さ
ん 

一
番
苦
し
ん
で
い
る
人
に 

一
番
尽
く
せ
る
生
き
方
を
し
た
い 

創
価
大
学
は
、創
立
以
来
、 

多
文
化
共
生
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を 

多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

卒
業
生
は
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど 

日
本
の
み
な
ら
ず
、 

世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
研
究
員 

創
価
大
学
工
学
部
生
物
工
学
科
卒
業 


